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県
民
や
地
域
の
立
場
に
立
っ
て
、
仕
事
の
成
果
を
重
視
す
る
行
政
を
目
指
し
て

県
で
は
、
県
民
や
地
域
の
立
場
に
立
っ
て
、
仕

事
の
成
果
を
重
視
す
る
行
政
の
実
現
を
目
指
し

て
、
第
二
次
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨

年
末
に
は
、
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

「
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
徹
底
し
た
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
築
き
あ
げ
て
い
く

た
め
、
今
後
と
も
行
政
改
革
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

今
回
の
特
集
1
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

県
で
は
、
昭
和
六
十
年
か
ら
平
成
二

年
ま
で
の
第
一
次
行
政
改
革
の
中
で
、

職
員
定
数
の
七
％
削
減
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
民
間
委
託
・
O
A
化
の
推
進

な
ど
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
み
、

一
定
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
展
、
地
方
分
権
の
新
た
な
動
き
な

ど
、
本
県
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
行
政

の
あ
り
方
の
質
的
な
変
革
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
八
年
に
、

県
民
や
地
域
の
立
場
に
立
っ
た
「
成
果

重
視
型
行
政
」
　
の
実
現
を
目
標
と
す
る

「
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、

仕
事
の
革
新
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

な
ど
六
項
目
を
柱
と
し
て
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
、
地
方
分
権
の
具
体
化
、

長
引
く
景
気
低
迷
と
厳
し
い
財
政
状
況

を
は
じ
め
と
し
た
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
「
第
二
次
行
政

改
革
大
綱
」
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行

い
、
改
訂
版
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

「
透
明
性
の
高
い
開
か
れ
た
県
政
の
推

進
」
な
ど
の
新
た
な
方
策
を
盛
り
込
む

と
同
時
に
、
取
り
組
み
の
目
標
を
で
き

る
限
り
数
値
化
す
る
な
ど
、
県
民
の
皆

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
行
政
改
革
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

●
第
二
次
行
政
改
革
の

基
本
的
考
え
方

県
民
や
地
域
の
立
場
に
立
っ
た
「
成

果
重
視
型
行
政
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

①
社
会
変
化
へ
の
迅
速
か
つ
柔
軟
な

対
応

②
生
活
者
や
地
域
の
視
点
を
重
視
し
た

行
財
政
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

③
事
務
事
業
の
簡
素
・
効
率
化

の
三
つ
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

熊本県知事

福島譲二

四
月
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
た
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
先
の
選
挙
に
お
い
て
多
く
の
県
民
の

皆
様
方
か
ら
御
支
持
を
い
た
だ
き
、
三
期
目
の

県
政
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
民
の
皆
様
方
の
期
待
の
大
き
さ
と
、
県
政
を

お
預
か
り
す
る
責
任
の
重
大
さ
を
、
改
め
て
痛

感
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
県
政
の
方
向
と
し
て
は
、
「
活
力
に

あ
ふ
れ
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
熊
本
」
を
実
現
す
る

キ
ー

た
め
の
「
五
つ
の
鍵
」
、
具
体
的
に
は
、
「
経

済
・
景
気
」
「
基
盤
」
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
」
「
環
境
」
、
そ
し
て
、
県
民
の
皆
様
や
地
域

と
の
「
協
働
」
を
重
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
当
面
の
課
題
と
し
て
、
景
気
・
経

済
の
た
て
直
し
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
。
行
政
改
革
も
、
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ
今
秋
開
催
さ
れ
る

「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
「
ハ
ー
ト
フ
ル
く
ま
も

と
大
会
」
に
つ
い
て
は
、
心
温
ま
る
、
熊
本
な

ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ
う
、
県

民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
、
副
知
事
に
、
児
童
福
祉
施

設
長
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
潮
谷
義
子
さ

ん
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す

重
要
な
問
題
と
な
る
福
祉
、
環
境
、
教
育
を
は

じ
め
と
し
て
、
県
政
全
般
に
新
風
を
吹
き
込
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

目
前
と
な
っ
た
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
本
県

が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
し
た

基
礎
固
め
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。
今

後
と
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
主
な
基
本
的
方
策

①
仕
事
の
革
新

①
生
活
者
や
地
域
の
視
点
か
ら
事
業
の
成

果
を
客
観
的
に
評
価
す
る
手
法
の
導
入

②
事
務
事
業
の
見
直
し
の
徹
底

③
情
報
化
の
推
進

を
通
じ
て
「
仕
事
の
革
新
」
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と

●
事
務
事
業
の
総
点
検
を
実
施
し
、

約
四
，
五
〇
〇
件
の
事
務
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

●
予
算
編
成
作
業
を
通
じ
て
、
八

～
十
年
度
の
合
計
で
七
七
二
件

（
四
一
四
億
円
）
の
事
業
を
廃
止

し
ま
し
た
。

今
後
の
主
な
取
り
組
み

●
県
が
単
独
で
設
け
て
い
る
補
助

金
の
見
直
し
、
公
共
工
事
の
コ

ス
ト
削
減
な
ど
に
よ
り
、
財
政

の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

●
十
一
年
度
末
ま
で
に
事
業
の
成

果
を
生
活
者
や
地
域
の
視
点
か

ら
客
観
的
に
評
価
す
る
手
法
を

導
入
し
ま
す
。

②
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

県
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
窓
口
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
や
、
各
種
規
制
の
廃
止

や
緩
和
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と

●
新
県
庁
舎
一
階
の
情
報
プ
ラ
ザ

の
行
政
資
料
を
二
千
点
増
や
す

と
と
も
に
、
体
に
障
害
の
あ
る

方
に
も
使
い
や
す
い
書
架
や
閲

覧
机
を
導
入
し
ま
し
た
。

今
後
の
主
な
取
り
組
み

●
押
印
の
廃
止
な
ど
手
続
の
簡
素

化
や
処
理
期
間
の
短
縮
を
進
め

ま
す
。

●
窓
口
な
ど
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

随
時
行
い
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

③
組
織
・
機
構
の
改
革

組
織
の
再
編
・
統
合
な
ど
に
よ
り
、

効
率
的
で
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た

執
行
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と

●
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
に
提
供
す
る
た
め

「
健
康
福
祉
部
」
を
、
環
境
や

県
民
生
活
上
の
行
政
課
題
に
一

元
的
に
対
応
す
る
た
め
「
環
境

生
活
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
の
主
な
取
り
組
み

●
県
事
務
所
、
保
健
所
、
土
木
事

務
所
を
統
合
し
た
総
合
出
先
機

関
と
し
て
「
地
域
振
興
局
」
を

十
二
年
四
月
に
設
置
し
、
本
庁

の
事
務
・
権
限
を
移
す
こ
と
に

よ
り
、
身
近
で
総
合
的
な
行
政

を
推
進
し
ま
す
。

●
県
出
資
団
体
等
の
見
直
し
を
進

め
ま
す
。

職
員
数
の
抑
制
及
び

適
正
配
置

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
計
画
的

・
合
理
的
な
定
員
管
理
を
進
め
る
と
と

も
に
、
職
員
の
適
正
配
置
を
行
い
ま
す
。

●
組
織
の
廃
止
・
改
編
や
終
期
を

設
定
し
た
職
員
配
置
な
ど
に
よ

り
、
職
員
数
の
徹
底
し
た
抑
制

と
適
正
配
置
に
努
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と

●
平
成
十
五
年
ま
で
に
条
例
定
数

（
五
，
九
九
一
人
）
の
一
〇
％

程
度
を
減
じ
た
五
，
三
九
一
人

の
職
員
数
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
の
主
な
取
り
組
み

県
政
を
身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の

と
し
、
県
政
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と

●
情
報
公
開
条
例
を
改
正
し
、
県

の
説
明
責
任
を
明
記
す
る
と
と

も
に
、
請
求
権
者
の
範
囲
を
広

げ
る
な
ど
、
内
容
を
充
実
さ
せ

ま
し
た
。

今
後
の
主
な
取
り
組
み

●
県
政
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
外
部
監
査
制
度
を
導
入

し
ま
す
。

●
県
の
審
議
会
及
び
出
資
団
体
等

に
つ
い
て
の
情
報
公
開
を
進
め

ま
す
。

女
性
の
意
見
を
よ
り

一
層
県
政
へ
反
映

男
女
が
共
に
参
画
す
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
よ
り
一
層
女
性
の
意
見
を

県
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と

●
初
め
て
副
知
事
に
女
性
を
起
用

す
る
と
と
も
に
、
県
の
各
種
審

議
会
へ
の
女
性
登
用
を
進
め
ま

し
た
。

今
後
の
主
な
取
り
組
み

●
引
き
続
き
、
県
の
各
種
審
議
会

へ
の
積
極
的
な
女
性
登
用
を
進

め
ま
す
。

仕
事
の
成
果
が
し
っ
か
り
と
県
民

の
皆
さ
ん
に
届
く
よ
う
、
全
力
で
行

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県の行政改革に期待します

県行政改革審議会会長　稲垣精一さん

（肥後銀行頭取）

残された2年間の計画期間で、「第二

次行政改革大綱改訂版」に掲げられた方

策を着実に推進されるよう期待していま

す。

特に、中長期的な視点に立ち、財政の

健全化、定員の適正管理に、より一層取

り組んで欲しいと思っています。

また、メリハリの効いた、積極的でス

ピーディな取り組みを期待しています。

（財）県立劇場評議員　石原徳子さん

（フランス菓子教室いしはら　主宰）

県の行政改革が「仕事の革新」をテー

マにしている点は、評価しています。

今、企業は生き残りを賭けた努力を続

けています。県もコスト意識とサービス

精神を徹底し、改革を進めて欲しいと思

っています。肥大化しがちな組織を常に

見直すことはもちろん、行政サービスの

向上や女性の社会参加を進めるうえで

も、県の果敢な行動を期待しています。

新副知事・出納長のご紹介
知事の補佐役となる副知事と出納長が、
3月県議会で同意され、就任しました。

こうののぶお

出納長　河野延夫

「県政の力づよい発展

を目指して、県民の負

託に応えられるよう、

予算の適正かつ効率的

な執行に力を注ぎます。」

林務水産部長を経て、

平成7年から現職。

再任

しおたに　よしこ

副知事　潮谷義子

「県民の皆様が、県政

を身近に感じていた

だけるよう、微力を

尽くします。」

昭和59年から県内　

の児童福祉施設長。

民間及び女性の副知

事は本県で初めて。
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第二次行政改革大綱の体系（改訂後）

仕事（事務事業及びそのプロセス）の革新

県民サービスの向上

組織・機構の改革

総合調整機能等の充実

職員数の抑制及び適正配置

適切な人事管理、人材育成等

透明性の高い開かれた県政の推進

女性の意見をより一層県政へ反映

●政策形成力を高め、成果重視型行政への脱
皮を図ります

●より一層、県民の立場に立ったサービスを提
供します

●社会の変化に対応するとともに、生活者や地
域の視点を重視した再編を進めます

●縦割り行政の弊害を克服し、総合行政への脱
皮を図ります

●より一層、人員の有効活用を図ります

●戦略的思考や創造性を高め、
組織活力の向上を図ります

●より一層情報公開を推進します

●男女共同参画社会の実現を図ります

■県職員数の動き

情報プラザ（新館1階）

特集1

行
政
改
革
に
全
力
投
球

④

⑥

⑤
透
明
性
の
高
井
開
か

　

れ
た
県
政
の
推
進 

よろしくお願いします

知
事
室
か
ら


